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写真④　フラットマーカーで部署位
置を明確に

写真⑤　開放程度の明示でシャッタ
ー操作を安全に

写真③　路側帯に止められた自転
車、張り出した看板

写真①　小隊長が指名した隊員の
「交通事故防止基準」読み
上げ

写真②
無事故チャレンジ
ボードの掲出で交
通事故防止意識
を向上
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■
火
災
受
信
か
ら
活
動

小
隊
長
の
指
示
で
あ
ら
か
じ
め
出
場

準
備
を
整
え
て
い
た
隊
員
は
、
中
継
隊

の
到
着
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
中
継

受
水
が
遅
れ
る
と
判
断
し
、
３
名
で
災

害
点
北
側
の
消
火
栓
へ
車
両
を
移
動
し
、

直
近
消
火
栓
部
署
。
そ
こ
へ
現
場
状
況

の
確
認
を
終
え
た
小
隊
長
が
合
流
、
隊

員
へ
火
元
ま
で
先
行
し
て
ホ
ー
ス
延
長

す
る
よ
う
指
示
。
後
着
し
た
中
継
隊
の

小
隊
長
が
合
流
、
中
継
隊
の
小
隊
長
へ

ポ
ン
プ
相
掛
り
す
る
よ
う
指
示
。

さ
ら
に
、
そ
の
場
で
筒
先
部
署
方
面

の
任
務
分
担
を
行
い
、
各
隊
は
消
火
活

動
へ
と
向
か
う
。

■
消
火
活
動
開
始

署
外
活
動
か
ら
災
害
活
動
に
移
行
し

た
Ｓ
Ｔ
小
隊
は
、
直
近
隊
と
し
て
火
元

東
側
道
路
へ
到
着
。
隊
員
は
南
側
へ
の

延
焼
阻
止
の
た
め
の
放
水
準
備
を
整
え

て
い
た
が
、
小
隊
長
は
、
火
元
の
火
勢

が
即
報
時
よ
り
強
く
な
っ
て
い
る
と
判

断
し
た
た
め
、
２
口
放
水
の
準
備
を
す

る
よ
う
隊
員
へ
指
示
。
１
口
は
火
元
北

東
側
か
ら
主
火
力
の
制
圧
及
び
北
側
へ

の
延
焼
阻
止
を
、
も
う
１
口
は
火
元
南

東
側
か
ら
路
上
放
水
に
て
南
側
へ
の
延

焼
阻
止
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
。

そ
の
後
も
有
効
な
放
水
を
継
続
す
る

た
め
転
進
を
繰
り
返
し
、
ま
た
放
水
場

所
に
よ
っ
て
放
水
形
状
を
変
更
す
る
な

ど
、
そ
の
場
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な

判
断
を
行
い
、
火
勢
が
収
ま
っ
た
と
こ

ろ
で
積
極
的
に
屋
内
進
入
し
主
火
力
の

制
圧
を
図
る
。

■
他
隊
の
活
動

本
火
災
は
、
東
を
除
く
３
方
向
に
延

焼
危
険
が
あ
る
火
災
で
あ
り
な
が
ら
、

中
継
隊
を
は
じ
め
、
各
隊
が
延
焼
危
険

の
大
き
い
方
面
を
優
先
し
て
防
ぎ
ょ
す

る
こ
と
で
早
期
に
包
囲
体
制
を
整
え
た
。

西
側
は
１
棟
５
住
宅
の
一
般
住
宅
で

あ
っ
た
が
、
各
隊
は
早
期
に
各
住
居
へ

筒
先
を
配
備
。
小
屋
裏
を
破
壊
し
て
炎

を
迎
え
撃
ち
、
延
焼
拡
大
を
最
小
限
に

抑
え
た
。
ま
た
、
北
側
及
び
南
側
住
宅

へ
も
早
期
に
筒
先
配
備
を
行
い
、
焼
損

は
い
ず
れ
も
外
壁
の
み
に
抑
え
た
。

■
ま
と
め

署
外
活
動
中
に
、

何
ら
か
の
災
害
に
遭

遇
す
る
こ
と
や
市
民

に
助
け
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
炎
上
火
災
を
隊

員
自
ら
発
見
す
る
こ

と
は
稀
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
小

隊
長
は
早
期
に
情

報
収
集
を
行
い
、

機
関
員
へ
伝
え
、

す
ぐ
に
活
動
へ
移

行
で
き
る
よ
う
隊

員
に
出
場
準
備
の

指
示
を
行
っ
た
。

自
ら
は
火
元
へ

向
か
い
、
さ
ら
に
必
要
な
情
報
収
集
と

要
救
助
者
の
有
無
を
確
認
し
、
中
継
隊

到
着
時
に
は
小
隊
長
同
士
で
活
動
に
必

要
な
情
報
を
共
有
し
、
任
務
分
担
を
的

確
に
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
他
の
消
火

隊
も
延
焼
危
険
の
大
き
い
方
面
を
早
期

に
判
断
し
、
積
極
的
な
小
屋
裏
破
壊
と

適
切
な
筒
先
配
備
を
実
施
す
る
こ
と
で

延
焼
を
最
小
限
に
抑
え
た
。
場
面
に
応

じ
て
放
水
場
所
、
放
水
形
状
を
切
り
替

え
る
な
ど
、
刻
一
刻
と
変
化
す
る
火
災

現
場
に
お
い
て
機
転
の
利
い
た
現
場
活

動
で
あ
っ
た
。

も
し
今
日
、
署
外
活
動
中
に
目
の
前

の
住
宅
が
燃
え
て
い
た
ら…

、
帰
り
道

に
た
ま
た
ま
近
く
で
煙
が
上
が
っ
て
い

る
の
を
発
見
し
た
ら…

、
や
る
べ
き
こ

と
に
優
先
順
位
を
つ
け
て
、
臨
機
な
対

応
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
小
隊
長
は
、

隊
員
に
適
切
な
指
示
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
想
定
外
の
事
態
に
遭
遇
し
た
時
に

自
分
な
ら
ど
う
動
く
べ
き
か
、
想
像
を

し
な
が
ら
管
内
を
歩
い
て
み
る
だ
け
で

も
、
少
し
立
ち
止
ま
り
隊
員
同
士
で
話

し
合
っ
て
み
る
だ
け
で
も
、
い
ざ
と
い

う
時
に
で
き
る
行
動
は
変
わ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
た
火

災
現
場
で
あ
っ
た
。

コ
マ
ン
ド
ア
イ

様
々
な
事
案
か
ら
災
害
活
動
を
振
り
返
る
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東
方
面
隊

消
防
隊
員
が
署
外
活
動
中
に
遭
遇
し
た
の
は…

炎
上
火
災
！

■
は
じ
め
に

今
回
紹
介
す
る
火
災
は
、
職
員
が
署

外
活
動
中
に
火
災
を
覚
知
し
即
報
、
そ

の
ま
ま
消
火
活
動
へ
と
移
行
し
た
炎
上

火
災
で
あ
る
。

■
署
外
活
動
中
に
火
災
を
発
見
！

あ
る
日
、Ａ
署
の
Ｓ
Ｔ
小
隊
が
検
査
対

象
物
の
現
況
確
認
の
た
め
、
車
両
を
停

車
し
、
徒
歩
で
現
地
へ
向
か
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
１
名
の
隊
員
が
遠
く
に
煙
を

発
見
。

小
隊
長

が
煙
の
方

向
へ
確
認

に
向
か
う

と
、
住
宅

か
ら
火
炎

と
黒
煙
が

上
が
っ
て

い
た
。

■
火
災
概
要

構
造
様
式（
火
元
）

木
造
瓦
棒
葺
モ
ル
タ
ル
塗
２
階
建

一
般
住
宅（
建
20
㎡
／
延
40
㎡
）

焼
損
程
度

焼
損
棟
①  （
火
元
）40
㎡
焼
損（
全
焼
）

焼
損
棟
②  
鉄
骨
造
瓦
葺
モ
ル
タ
ル
塗

３
階
建
１
棟
５
住
宅（
建
１

２
５
㎡
／
延
３
７
５
㎡
）の

う
ち
、
26
㎡
焼
損
、
小
屋

裏
40
㎡
焼
損  （
火
元
西

側
）

焼
損
棟
③  

木
造
瓦
葺
モ
ル
タ
ル
塗
平

家
建
一
般
住
宅（
建
20
㎡

／
延
20
㎡
）の
う
ち
、
外

壁
３
㎡
焼
損（
火
元
南

側
）

焼
損
棟
④  

軽
量
鉄
骨
造
カ
ラ
ー
ベ
ス

ト
葺
Ａ
Ｌ
Ｃ
版
張
３
階

建
一
般
住
宅（
建
30
㎡
／

延
90
㎡
）の
う
ち
、
外
壁

若
干
焼
損（
火
元
北
側
）

焼
損
棟
⑤  

木
造
瓦
棒
葺
モ
ル
タ
ル
塗

２
階
建
併
用
住
宅（
建
50

㎡
／
延
１
０
０
㎡
） 

の
う

ち
、
外
壁
若
干
焼
損（
火

元
南
西
側
）

■
災
害
状
況

覚
知 

10
時
41
分

第
１
出
場
指
令 

10
時
41
分

第
２
出
場
指
令 

10
時
43
分

包
囲
体
制
完
了 

11
時
15
分

鎮
圧 

11
時
34
分

鎮
火 

14
時
13
分

■
発
見
か
ら
即
報

住
宅
火
災
と
認
識
し
た
小
隊
長
は
、

す
ぐ
さ
ま
災
害
点
及
び
燃
焼
状
況
並
び

に
逃
げ
遅
れ
の
有
無
の
確
認
の
た
め
、

火
元
建
物
の
東
側
道
路
か
ら
玄
関
へ
至

る
。
玄
関
扉
は
未
施
錠
だ
っ
た
た
め
、

１
階
室
内
に
進
入
。
中
性
帯
が
形
成
さ

れ
て
い
た
た
め
、
玄
関
付
近
に
要
救
助

者
が
い
な
い
か
呼
び
か
け
な
が
ら
見
渡

せ
る
限
り
を
確
認
す
る
も
、
応
答
は
な

い
。
続
い
て
建
物
周
囲
を
確
認
す
る
た

め
、
そ
の
ま
ま
反
時
計
周
り
で
北
側
へ

転
進
し
呼
び
か
け
を
継
続
す
る
も
応
答

な
し
。
西
側
へ
至
る
と
棟
続
き
の
一
般

住
宅
へ
の
延
焼
を
確
認
。
そ
の
後
、
南

側
住
宅
の
室
内
に
て
火
元
住
人
を
発
見

し
、
す
ぐ
に
避
難
す
る
よ
う
指
示
。
火

元
東
側
道
路
へ
戻
っ
た
と
こ
ろ
で
も
近

隣
住
人
へ
の
避
難
指
示
を
行
っ
た
の
ち
、

機
関
員
へ
災
害
点
及
び
東
を
除
く
３
方

向
へ
延
焼
危
険
が
あ
る
旨
の
重
要
情
報

を
無
線
に
て
報
告
。

情
報
を
受
け
た
機
関
員
は
大
消
本
部

へ
即
報
。
本
地
域
は
地
域
計
画
Ｙ・Ａ
水

利
地
域
で
あ
り
、
高
所
カ
メ
ラ
か
ら
も

黒
煙
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
大
消
本
部

判
断
に
よ
り
第
２
出
場
が
指
令
さ
れ
た
。
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遠
距
離
大
量
放
水
シ
ス
テ
ム
運
用
計
画
図

遠
距
離
大
量
送
水
シ
ス
テ
ム
は
、
水
利
不
足
地
域

に
お
け
る
火
災
等
に
お
い
て
運
用
さ
れ
ま
す
。

取
水
ポ
イ
ン
ト
は
、

管
内
に
４
か
所
設
定
し

て
あ
り
、
ど
の
ポ
イ
ン
ト

か
ら
も
半
径
１
㎞
円
で

管
内
を
カ
バ
ー
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
局
員
等
が
応

援
職
員
と
し
て
東
成
Ｄ

Ｂ
を
運
用
し
て
も
対
応

で
き
る
よ
う
な
体
制
を

構
築
し
て
い
ま
す
。

上
記
の
内
容
は
、
震
災
対
策
の
一
例
で

す
。
今
後
も
訓
練
を
実
施
し
て
い
く
中

で
、
震
災
対
策
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

東
成
消
防
署
の
全
職
員
が
震
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
把
握
し
、
実
動
に
活
か
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
定
期
的
に
所
轄

大
隊
本
部
訓
練
を
企
画
し
、
実
施
で
き

る
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
震
等
の

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
甚
大
な
被
害

が
予
想
さ
れ
、
災
害
出
場
も
絶
え
間
な
く
続
く
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
公

助
の
力
は
著
し
く
減
っ
て
し
ま
い
、
自
助
・
共
助
の

力
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ

か
ら
は
少
し
で
も
多
く
の
市
民
の
方
や
民
間
企
業
の

方
に
取
組
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
官
民
連
携
力
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
も
今
回
紹
介
し
た
東
成
消
防
署
震

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
た
震
災
訓
練
を
実
施
し
、

そ
の
訓
練
に
よ
り
生
じ
た
課
題
の
検
討
・
検
証
を
繰

り
返
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
大
震
災
に
よ
る
災
害

に
的
確
に
対
応
し
、
市
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産

を
守
る
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
署
員
一
丸
と
な
っ
て

日
々
研
鑽
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今後について

災
害
情
報
掲
示
板
及
び

車
両
動
態
管
理
・
任
務
分
担
表

災
害
情
報
掲
示
板
（
写
真
右
）
に
つ
い
て
は
、
大

型
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
３
枚
（
１
枚
に
つ
き
災
害
15

件
記
入
可
能
）
使
用
し
、
マ
ジ
ッ
ク
で
記
入
す
る
形

と
な
っ
て
い
ま
す
。

車
両
動
態
管
理
・
任
務
分
担
表
（
写
真
左
）
は
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
車
両
動
態
を

マ
グ
ネ
ッ
ト
で
管
理
し
、
乗
組
員
氏
名
も
マ
グ
ネ
ッ

ト
に
て
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

参
集
者
等
に
よ
る
可
搬
式
ポ
ン
プ
隊
の
運
用

参
集
者
や
毎
日
勤
務
者
等
に
よ
り
、
２
名
１
組
で

可
搬
式
ポ
ン
プ
隊
及
び
可
搬
式
ポ
ン
プ
指
揮
隊
を
編

成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
迅
速
に
任
務
に
あ
た

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
可
搬
式
ポ
ン
プ
庫
の
鍵
、

可
搬
式
ポ
ン
プ
概
要
一
覧
表
を
事
前
に
準
備
し
て
い

ま
す
。
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大
阪
市
で
は
、
近
い
将
来
に
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
や
直
下
型
地
震
の
発
生
が
予
想

さ
れ
て
お
り
、
震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ
、
河

川
氾
濫
、
液
状
化
、
内
水
氾
濫
等
に
よ
る
被

害
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
成
消
防
署
は
、
初
動
措
置
の
重
要
性
を

認
識
す
る
こ
と
に
よ
る
迅
速
な
対
応
力
の
強
化
を
目

指
し
、
連
合
町
会
と
管
内
企
業
の
間
で
東
成
区
災
害

協
力
企
業
等
登
録
制
度
要
綱
に
基
づ
い
た
、「
大
規
模

災
害
時
に
お
け
る
東
成
区
災
害
時
協
力
企
業
等
登
録

制
度
に
基
づ
く
地
域
と
の
支
援
協
力
に
関
す
る
覚

書
」
を
締
結
し
て
い
ま
す
。こ
の
協
定
は
、
行
政
・
地

域
・
企
業
が
一
体
と
な
り
、
地
域
防
災
力
・
共
助
力

の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
「
企
業
の
自
衛
消
防
隊
に

よ
る
初
期
消
火
及
び
救
助
活
動
」「
消
火
器
や
救
助
活

動
に
必
要
な
資
機
材
の
提
供
」「
防
災
訓
練
へ
の
積
極

的
な
参
加
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
協
定
を
締

結
す
る
こ
と
で
、
近
い
将
来
に
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
発
生
時
の
大
規
模
災
害
に

対
す
る
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。初

動
措
置
任
務
チ
ェ
ッ
ク
表

迅
速
に
初
動
措
置
を
行
え
る
よ
う
に
、
消

防
活
動
班
長
が
初
動
措
置
に
対
応
す
る
各
隊
に

任
務
付
与
カ
ー
ド
を
手
渡
し
ま
す
。任
務
付
与

カ
ー
ド
を
受
け

取
っ
た
各
隊
は
、

初
動
措
置
を
行
っ

た
項
目
に
チ
ェ
ッ

ク
し
た
後
、消
防
活

動
班
長
に
提
出
し
、

報
告
す
る
流
れ
と

な
り
ま
す
。

　
近
い
将
来
、
発
生
が
予
想
さ
れ
る
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
上
町
断
層
帯

地
震
。令
和
６
年
度
消
防
局
運
営
方
針
に
掲
げ
る
「
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
力

の
強
化
」は
、ま
さ
に「
消
防
局
一
丁
目
一
番
地
」。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
、
各
署

の
震
災
対
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

官民が連携した
東成区の震災対策

震災マニュアル
紹介

東
成
大
隊
本
部
レ
イ
ア
ウ
ト

大
隊
本
部
レ

イ
ア
ウ
ト
は
、

「
大
隊
本
部
長
」

「
大
隊
副
本
部

長
」「
消
防
活
動

班
長
」
が
本
部
内

一
面
を
見
渡
せ

る
よ
う
な
配
置

と
な
っ
て
お
り
、

職
員
の
活
動
管

理
や
災
害
状
況

管
理
等
に
適
し

た
、
情
報
収
集
に

も
最
適
な
レ
イ

ア
ウ
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。

震
災
警
防
作
戦
図

震
災
警
防
作

戦
図
に
は
、
可
搬

式
ポ
ン
プ
、
可
搬

式
ポ
ン
プ
水
利
可

能
ポ
イ
ン
ト
、
公

園
、
学
校
等
を
明

示
し
て
い
ま
す
。

作
戦
図
全
体
が

一
目
で
見
え
る

よ
う
に
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
に
掲

示
し
て
い
ま
す
。

東成消防署

東成区は大阪市の東部に位置し、区内には平野川・平野川分水路の２
本が流れています。北は中央大通、南は近畿日本鉄道、西はＪＲ環状線、
東側は東大阪市との境界に囲まれており、面積は4.54㎢で大阪市24区中
23位の小さな区です。人口は約８万５千人で、人口密度は大阪市内の西
区、城東区に次いで３番目の高さです。狭隘道路が網目状につながって
おり、南部には特定密集・密集地域が集中しています。

震
災
実
務
担
当
者

消
防
士
長

　
　上
野
直
樹

消
防
司
令
補

　小
池
一
太

震災時活動項目表（ST153）
○印は日勤勤務時間帯であれば
日勤職員が実施　　　　　　　

別添 19－３

初動措置（実施済 ）
□来庁者、自己及び職員の安全確保
□来庁者、勤務職員の被災状況確認、
負傷者救護

□家族の安否確認
○庁舎２階、講堂及び倉庫被害の確
認

□出火防止措置（食堂ガス栓等）
□車両の運用可否確認
□署所直近消火栓の使用可否確認
○勤務場所周辺の備品等の落下転倒
による危害防止措置
□資機材の確認
 ・消防車両へのホース及び補助吸管
の増載

 ・貸出用400Mhz携帯無線機の準備
（東成14、15を事務所へ）
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北川式ガス採取器について
（ 形式：AP-20型 ）

P
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